
 
 
 
 
【事業所概要（事業所記入）】 

事 業 所 番 号 １４７０５００６７７ 
事業の開始年月日 平成15年2月1日 

指 定 年 月 日 平成18年4月1日 

法 人 名 大信産業株式会社 

事 業 所 名 グループホーム みのり 

所 在 地 

 
（〒２３２－００４２     ） 
 
横浜市南区堀ノ内町2丁目136番地の３ 

サービス種別 
 

定 員 等 

 □ 小規模多機能型居宅介護 

登録定員  名 

通い定員 名 

宿泊定員 名 

 ☑ 認知症対応型共同生活介護 
定員計 ９名 

ﾕﾆｯﾄ数 １ﾕﾆｯﾄ 

自己評価作成日 平成2６年10月１日 
評 価 結 果 
市町村受理日 平成27年1月16日 

 
※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先  
 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 
 ・個性を尊重した介護によって、平均介護度が高いにもかかわらず、穏やかで明るい
生活を過されている。 
・協力医療機関と医療連携をとり、２４時間連携体制を確保。早めの処置により重度化
を防いでいる。また、最後を住み慣れたみのりで過ごしたいと強い希望の御利用者、家
族は医師、看護師の協力のもと看取り介護を支援している。 
・食事については、生活の中で特に大切なことと捉え四季の食材を産地まで仕入れに行
き、また、調理スタッフも家庭的な味にこだわり、おいしい食事を提供している。 
・残存能力をいかした音楽療法や能力トレーニングを行い、脳の活性化に役立ててい
る。また、寝たきりにならないよう離床時間を確保、散歩・体操・レクリエーション等
により筋力低下を防いでいる。 
・炭酸泉による足浴のほかタオルで、顔、手、頭皮を拭き、足の血流を良くし、気持ち
良さを味わってもらえるよう支援を行っている。また、毎食後の口腔ケア―は、生涯自
分の歯で暮らせるよう歯間もしっかり磨き、歯槽膿漏や歯周病予防に努めている。 

 

 
 
 
 
【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 公益社団法人 かながわ福祉サービス振興会 

所 在 地 横浜市中区本町2丁目10番地 横浜大栄ビル8F 

訪 問 調 査 日 平成26年10月30日 評 価 機 関 
評 価 決 定 日 

平成26年12月22日 

 
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 
【事業所の概要】 
この事業所は横浜市営地下鉄ブルーラインの蒔田駅から徒歩7分ほどの、大通りから少し
入った静かな住宅街にある。建物は3階建てで1階と3階が居室、2階がダイニングキッチ
ン、リビング、談話室などの共用部となっている。エレベーターが設置され、利用者は自
由に行き来している。 
【理念に沿った支援】 
理念の「自立した生活介護を行う」ことを基本とし、できることの維持に生活の中で取り
組んでいる。ケアマネジャーが中心となって歌詞を朗読する音楽療法を週5日行うほか、
リズム体操や計算ドリルも楽しみながら行っている。また口腔ケアにも力を入れ職員は歯
間ブラシを使って清掃と機能の維持・向上を図っている。 
【看取り支援】 
事業所は利用者の重度化・終末期ケア対応指針を定め、本人・家族の同意を得て、家族、
医師、訪問看護師、事業所職員が連携し、チームでの看取りに取り組んでいる。重度化し
た場合、夜勤者のほかホーム長が泊まり込んで備えている。職員も看取り介護について心
構えを持って支援にあたっており、102歳の方の看取りの際に若い職員が歌の好きな利用
者のために見えてはいないが歌詞を貼ったり耳元で曲を流したりした。 
【おいしい食事へのこだわり】 
おいしいものを喜んで食べて貰うことが健康につながると考え、食材にこだわって伊勢原
など遠方まで買い出しに出かけている。木曜日はマグロの日とし刺身を提供し、豆腐は地
元の美味しい豆腐屋で買うなど、とことんおいしい食事の提供に努めている。メニューは
利用者の希望を取り入れ職員が作成し、会話を楽しみながら賑やかに食事をしている。 

 

 
【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】 

評価項目の領域 自己評価項目 外部評価項目 

Ⅰ 理念に基づく運営 １ ～ １４ １ ～  ７ 

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 １５ ～ ２２ ８ 

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント ２３ ～ ３５  ９ ～ １３ 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 ３６ ～ ５５ １４ ～ ２０ 

Ⅴ アウトカム項目 ５６ ～ ６８  

自自己己評評価価及及びび外外部部評評価価結結果果  

 

平成 ２６ 年度 

 



 
 
 
 
 

 Ⅴ アウトカム項目 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

○ 1，ほぼ全ての利用者の 

 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

○ 1，毎日ある 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

 4．ほとんどない 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

 

事業所名 グループホーム みのり 

ユニット名  

 
 
 
63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

○ 1，ほぼ全ての家族と 

 2，家族の2/3くらいと 

 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

○ 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

○ 1，大いに増えている 

 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

○ 1，ほぼ全ての職員が 

 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

 
 
 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげて
いる 

ミーティング、申し送り帳など
を活用し理念を共有、実践に繋
げている。いつも確認、振り返
りができる様エレベーターの横
に掲げている。 

理念を各階フロアーに掲示し、職員
は日常生活の中で常に確認してい
る。理念で大事にしているのは自立
した生活の支援で、せかさずじっく
り見守りをし、歩行困難になって
も、手引き歩行で立位を保つなど、
職員は理念を共有し実践している。 

 

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している 

天気の良い日は散歩に出掛け、
地域の人達に声をかけたり、か
けられたりして関係を深めてい
る。季節の花を届けて下さる
方、散歩の時間に合わせて愛犬
を外に連れ出して待っていて下
さる方もいる。 

区主催の防災訓練に参加している。
近隣の住民とは挨拶を交わし友好的
な関係を築いている。初任者研修の
実習生を毎月受け入れるほか、ハー
モニカやリコーダー、津軽三味線の
ボランティアの来訪もある。保育園
児がハロウィンの仮装をして遊びに
来てくれる。 

 

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている  

運営推進会議で地域の方に認知
症について介護予防などの手作
りの小冊子を配り、相談できる
場として声をかけている。 

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている。 

防災訓練を会議の中で実施、意
見交換して避難場所について話
し合いをし、確認を取り合っ
た。活動状況を報告することに
より地域の方も地域で出来るこ
とはとみのりに対して協力体制
を整えてくれている。 

運営推進会議は年4回開催している。
町内会副会長、地域包括支援センタ
ー職員、家族代表、利用者代表が参
加している。会議に合わせて年1回避
難訓練を実施しており、町内会副会
長からできることは協力するとの約
束を貰っている。事業所からも地域
へ情報を発信している。 

 

5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係
を築くように取り組んでいる 

判断、理解が出来ないときは相
談し、指導を受け、確認しなが
らケアサービスに取り組んでい
る。市に運営推進会議の内容を
報告しみのりの活動状況を伝え
ている。 

区の生活保護課とは利用者の案件で
来訪がある。高齢障害支援課とは業
務上の問題を相談している。グルー
プホーム連絡協議会に参加し交換研
修を行っている。地域包括支援セン
ターと協力関係を築いている。 

 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる 

高齢者虐待防止法で示されてい
る行為と具体的な例をいつでも
見られるように介護記録の整理
キャビネットに入れ確認してい
る。但し防犯、安全面の配慮か
ら、玄関の門扉は１Ｆに職員が
居なくなる時は施錠を行う。 

マニュアルを基に研修を実施し、事例
をあげながら職員全員で確認してい
る。車いす利用時は、拘束にならない
ようベルトで固定せずにクッションや
すべり止めシートなどで工夫したり、
言葉かけにも注意を払っている。セー
ルスが多いので表の門扉は施錠してい
るが館内は自由に移動している。 

 

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止に努めている 
 

積極的に研修を内外で受け、ス
タッフ一同で共有している。 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援している 

現在は成年後見制度を利用して
いる入居者さんはいないが、今
後、必要な時に対応できる様に
研修を受けている。 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている 

しっかり説明を行い、同意を得
ている。ご家族が来所された折
には活動状況等報告し、コミュ
ニケーションを持ち、よい関係
を作り出し疑問や不安を表出し
やすい環境にしている。 

  

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る 

ご家族と職員の連絡を密にし、
よりよいケア－を実現する事を
目的に、意見・要望が出しやす
い環境作りを心掛けている。ご
家族が面会に来所なさった折に
は、職員皆が積極的にコミュニ
ケーションを取っている。 

家族の意見や要望は面会時に聴き取る
ほか、利用者の変化は電話ですぐに報
告・相談をするなどして連携を取って
いる。歩行が困難になった利用者のケ
アについて家族と話し合い、訪問マッ
サージを導入し改善に繋げた。家族会
は行事を利用して行っている。 
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外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている 
 

毎朝のミーティング時、又は業
務の合間、意見交換が出来る態
勢を作り、整え状況の変化に応
じて現状に合った提案をサービ
スに繋げている。 

朝夕のミ－ティング時や申し送り時、
昼食を食べながら、1日の中で何度か
機会をとらえてホーム長も交え話し合
い、その中から出た意見や提案は業務
改善に繋げている。職員の提案で浴槽
に浸かっての入浴が継続できるよう、
お風呂に入浴用チェアを導入した。 

 

12  ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている 

処遇改善の計画を立て、キャリ
アアップの目標等、社会労務士
の指導を受け、整えている。 

 

 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを進めている 

職員が日常的に学ぶ事を推進し
ており、研修が受けやすい様勤
務体制を整え、職員それぞれ段
階に応じて研修参加の機会を作
っている。 

  

14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取組みをして
いる 

グループホーム連絡会の研修、
現場交換研修に参加、同会社の
他施設へのヘルプ業務を行い
様々なケースを学びサービスの
向上につなげている。 

  



 
自
己
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安
心を確保するための関係づくりに努めている 
 

本人とご家族にゆっくりと見学
してもらい、要望、疑問点、生
活歴を傾聴し把握する。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている 
 

御家族の思いが話しやすい対応
と雰囲気作りに努めている。ミ
ーティング、申し送り帳等でそ
の都度の状況をスタッフ全員で
共有する。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている 

一日の生活状態を観察し、必要
な支援を把握、理解して、申し
送り帳等に記録し、職員がケア
の統一化を図り、共有するよう
に努めている。 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている 
 

一人ひとりの出来ることを把握
し、掃除・植木の手入れなどと
もに行い、本人の力が発揮でき
る場面を作って、職員も入居者
に助けてもらったり、教えても
らったりしている。 

  

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている 

家族の要望を把握し、行事への
参加、通院介助、外出支援等ご
家族と協力しながら支援してい
る。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている 

入居者の大切にしてきた、写
真、手紙等を居室に飾って楽し
める様に工夫している。又、ご
家族の来訪を歓迎し、利用者が
行きつけている美容院・郵便局
等、職員が付き添って出掛け、
馴染みの人、場との関係が途切
れないように支援している。 

利用者の馴染みの場所である病院や近
隣の薬局、郵便局へ職員が付き添って
出かけている。家族と墓参り、法事に
行く場合は自宅まで車で送迎をしてい
る。知人が訪ねて来て美容院に一緒に
行くケースもあり、馴染みの人や場と
の関係の継続を支援している。 

 

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている 

入居者がそれぞれ出来る事を、
お互いに助け合っている。心配
事のある人の話を聞いたり、何
かにつけ「大丈夫？」等と、声
をかけてくれたりと、よい関係
が築けている。 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている 

折りにふれて転居先に出掛け面
会し、面会の様子を申し送り帳
に記録の上、職員に伝えてい
る。 
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次のステップに向けて 
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 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。 

日常の関わりのなかで、自然に
発せられる言葉を、大切に受け
とめ、語られないニーズの把握
に努めている。 

生活の中で出た言葉から思いや意向を
捉えている。ケアプラン作成時に「楽
しいことやしたいことがある？」と希
望を聴いている。把握が困難な場合は
発せられる言葉や表情を観察し、職員
も一緒に考え推測している。 

 

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている 

全職員が、入居者のこれまでの
暮らしを知り、共有している。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている 

職員間で勤務中のミーティング
や申し送り帳、勤務交代申し送
りで、新しい発見や本人が話し
たさりげない言葉、一日の状
態、ＡＤＬを共有し、職員全員
が把握するよう努めている。 

  

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれ
の意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を
作成している 
 

入居者、ご家族の意向を良く伺
い、これを大切にし、介護計画
に反映できるようにしている。
又、職員間でミーテイングを持
ち、その時点でのADL,生活状況
等を把握し、在宅医、訪問看護
師、訪問マッサージ師の見解も
取り入れて、今後の方向性も含
めた介護計画を作成している。
月末にはモニタリングを行って
いる。 

アセスメントで課題や本人・家族の希
望を把握し、モニタリングは月1回行
い、全職員が意見交換をして身体変化
を反映した介護計画を作成している。
ケアプランを現場にもおいて医療情
報、ADLの変化、精神状態などを確認
しながらサービス提供している。計画
は通常短期3か月、長期6カ月で、変化
があればその都度見直している。 

 

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護
計画の見直しに活かしている 
 

見やすく、分かりやすい記録を
目標とし、申し送り帳も利用し
て職員間の情報共有を行い、常
にケアマネジャーと連携し、
日々のケア、介護計画の見直し
に役立てている。 
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実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる 

入居者さん、ご家族の変化する
ニーズに対応できる様な支援を
行い、場合によっては、他の社
会資源・施設等との連携もはか
っている。 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している 
 

地域の警察、消防署と連携し、
入居者が安全に生活できる様努
めている。散歩で利用する公
園、心が安らぐ神社のお参り、
多くの人と交流をはかり日々の
暮らしを楽しんでいただける様
支援している。 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診診断 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している 
 

本人や家族が希望する医療機関
への受診に協力している。連携
医療機関を利用する場合は、本
人や家族に説明し了解をもらっ
て受診している。 

以前からのかかりつけ医の継続受診
を支援し送迎している。協力医は月
2回往診し、それ以外の日も毎日の
ように来所している。訪問歯科、訪
問マッサージを使う利用者もいる。
訪問看護師が毎週1回訪問し健康管
理を行っている。 

 

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している 
 

訪問看護師の毎週一回の健康チ
ェックと、在宅医の診察を受
け、また、24時間相談できる態
勢を整えている。 

  

32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

入院先の主治医と連携をとり、
診療情報の提供を受け、退院後
の生活を安心して過ごせるよう
相談し、又指導を受けている。 
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33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる 
 

入居時に重度化に関する指針を
説明し、同意を得た上で医師、
看護師、家族を交えて話し合
い、方向性を確認し、看取り介
護を支援している。普段の会話
の中で、表現されることもある
ので、日常の会話を大切にして
いる。 

入居時に重度化に関する指針を説明
して同意を得ている。入居後に医師
から医療面の説明を受ける機会を持
ち、利用者の状況に変化があった際
も再度確認している。家族、医師、
訪問看護師、事業所職員が連携しチ
ームでの看取りに取り組んでいる。
職員は訪問看護師から学び、先日
102歳の方を看取った。 

 

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている 
 

救急蘇生講習に職員は、順次に
参加。モデルを相手に実践。緊
急対応マニュアルを目に付くと
ころに掲示、確認している。 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている 
 

職員が入居者をどのように安全
な場所に誘導できるかのシミュ
レーションを行い推進会議の場
で地域の方と意見交換をおこな
っている 

年1回消防署立会いの避難訓練を運
営推進会議に合わせ行い、運営推進
会議メンバーの参加を得て実施して
いる。ホームだけの訓練は年3回利
用者も参加して行っている。夜間想
定もしている。地下に備蓄はあるも
のの保存食はなく、十分な整備がさ
れていない。 

備品のチェックリストを
作成し、保存食や簡易ト
イレなどの備品を整備
し、定期的に点検を行う
ことが望まれます。また
地域の消防団に協力の要
請を働きかけることを期
待します。 
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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている 

入居者の尊厳を大切にし、入浴
や排泄時には、本人の意思を尊
重個別性を大切にしている。声
掛けの言葉にも留意し、さりげ
なく介助を行っている。 

常に人格を尊重し嫌な思いをさせない
ケアを心がけている。人生の大先輩と
して尊敬の念を抱いて接し、一人ひと
りにあった声掛けをしている。個人情
報を含む書類は施錠して管理し、介護
保険証などの持出しは、チェックリス
トでチェックしている。 

 

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている 
 

職員は利用者が自己決定できるよ

う、閉ざされた質問をしないよう心

がけ、本人がどうしたいのか、何で

も言える雰囲気作りや関係を築くよ

うに努めている。語られないおもい

や、希望も生活の中で職員が推測す

るよう、努めている。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している 
 

一人ひとりの個性やこだわりを
尊重し、生活のリズムを守るよ
うにしている。その都度要望を
聞いて柔軟な対応をしている。 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している 
 

着るものの支度は、入居者の好
みを大切にして、一緒に洋服選
びを行っている、また希望によ
っては、お化粧のお手伝いもし
ている。 

  

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている 
 

食器の片付等を職員とともに行
っている。季節感を大切にした
食事に留意し職員も入居者と同
じ物を食べながら食材や、季節
等の思い出を話せる様、話題を
提供している。 

おいしいものを喜んで食べて貰うこと
が健康につながると、ホーム長と管理
者は食材にこだわって伊勢原など遠方
まで買い出しに出かけている。メニュ
ーは利用者の希望を取り入れて職員が
作成し、会話を楽しみながら賑やかに
食事をしている。誕生日は赤飯、お汁
粉、ちらしずしなどリクエストに応え
ている。初参り、お花見時は中華街で
外食を楽しんでいる。 

 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている 

健康管理に配慮。食事量、水分
摂取量を記録している。嚥下困
難の方にはトロミを付けたり、
ゼリーで水分確保に努めてい
る。 
 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている 

連携の歯科医から、助言をもら
い,磨き残しがないよう、歯間ブ
ラシも入れ,舌苔をきれいにする
ケアをひとり一人に支援してい
る。 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている 
 

一人ひとりの排泄パターンを把
握し、声掛けし、トイレでの自
立にむけた排泄を支援してい
る。 

トイレでの排泄を基本にしてチェッ
ク表で排泄パターンを把握してい
る。食事の前の移動時などに声をか
けてトイレに誘導している。できる
だけ布パンツを使用するなどして自
立を支援している。利用者から排泄
の困りごとを相談されることもあ
る。羞恥心には常に配慮している。 

 

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる 

排便チェック表を作成し、排便
状況を記録している。10時のお
やつは，腸内環境を整える-助と
してヨーグルトを・バナナ・手
作りジャムが定番になってい
る。又、野菜が沢山取れるよう
に献立の工夫をしている。 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている 
 

週2回の入浴を基本としている
が、夏場はこの限りではなく状
況に合わせ適宜行っている。入
浴希望があれば、入浴日以外で
も対応し、体調によっては、シ
ャワー浴、清拭を行う。 

基本は週2回の入浴だが、希望や状
況などに応じて柔軟に対応してい
る。介助が必要な方は2名いるが、
全員が浴槽に入っている。その日の
気分で気が進まない方には、明日受
診があると声掛けするなどして入浴
を勧めている。入浴の他炭酸水を利
用した足浴をしている。 
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46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している 
 

本人の希望を尊重している。布
団干し、リネン交換などこまめ
に行い、居室の温度・湿度・換
気・採光に注意している。 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の
確認に努めている 
 

申し送りや薬情報での確認。必
要に応じて薬の解説と便覧の本
を参照し把握を行っている。特
に、薬の変更が有った時には、
申し送り帳に記載し、職員間で
情報の共有をしている。 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている 
 

好きなこと、得意なことを把握
し、縫い物、洗濯物たたみな
ど、職員と一緒に行っている。
又、日常のレクリェーションの
中で、それぞれの楽しみ事が増
えるように工夫している。 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援している 
 

買い物、美容院、病院等、ご家
族や地域の方との協力を得て行
っている。郵便局の局員の方も
利用者の行動を見守ってくれて
いる。一人ひとりの希望に沿う
よう個別対応をしている。 

天気のいい日は毎日のように散歩に
行っている。車いすの方も一緒に2
組に分かれ、近所の氏神さまや公
園、近隣のガーデニングの庭を見に
出掛けている。買い物など一人ひと
りの希望に沿った外出支援を行って
いる。 

 

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している 
 

お金の自己管理可能な方には所
持してもらい、支援の必要な方
には、行事、外出等のおりに
は、自分で支払いが出来る様に
お手伝いしている。 

  

 

 

 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている 
 

電話は自由にかけていただいて
いる。ご自分でかけられない方
は職員がお手伝いし、掛かって
くる電話は取り次いでいる。 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 
 

共用空間が、常に快適である
様、清潔な環境づくりに努めて
いる。2Fベランダにある庭に
は、四季の花が咲き小鳥が訪れ
る姿を見る事ができ、入居者さ
んに楽しんでいただいている。 

共用空間は常に清潔に努めている。ゴ
ミが落ちていれば利用者も拾う。室内
は安全と動きやすさ、色の統一感など
に配慮し、家庭的で落ち着いた雰囲気
が漂っている。温度や湿度、換気に気
を配っている。2階のベランダに庭を
作り四季の花を眺め楽しんでいる。 

 

53  ○共用空間における一人ひとりの居場 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る 
 

各階に椅子・ソファがあり、利
用者同士で談笑、テレビ観賞を
楽しむ環境を整えている。職員
がいなくても自分で、テレビが
見られるよう、リモコンは手の
届く所に置いてある。一方、自
室でくつろぎたい方は読書、テ
レビ観賞して過ごしている。 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている 
 

鏡台、箪笥、お仏壇等、利用者
さんのなじみ深い物を、引き続
き使っていただき、家族の写
真・手紙等も飾ったりして、そ
れぞれの好みに合った居心地の
良い居室作りに努めている。 

利用者はカーテン、ベッド、仏壇、テ
レビや置時計、鏡台など馴染みのもの
を持参し、お誕生カードや行事の写真
を飾り思い思いの居室作りをしてい
る。これからの季節は濡れタオルで加
湿を行う。 

 

55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している 
 

自室ドアの横には名札を貼って
いる。場所の名称、名札を飾っ
たり、一日のスケジュールを居
室内に貼っている。 

  

 




